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（１）2018年４～６月期の実質ＧＤＰは、前期比年率＋0.5％（前期比＋0.1％）と、プラス成長に転換
する見込み（図表１）。民需、官公需ともに持ち直し、内需が成長率の押し上げに寄与。もっと
も、在庫調整やサービス輸出の減少がマイナスに寄与したことから、これまで見込んでいたより
も低めの成長に。結果、2018年前半はゼロ成長にとどまった見込み。

①個人消費（前期比年率＋1.5％、前期比＋0.4％）
前期から持ち直し、プラスに転化。所定内給与の増加やボーナス増により可処分所得が増

えたほか、食料品価格の騰勢が鈍化したことなどを受け、購買力が改善。
②住宅投資（前期比年率▲1.1％ポイント、前期比▲0.3％ポイント）

４四半期連続で減少。４月以降、分譲住宅や持家を中心に着工は持ち直したものの、前期
までの着工減少の影響で進捗ベースでは減少持続。

③設備投資（前期比年率＋2.8％、前期比＋0.7％）
７四半期連続の増加。製造業については、国内外の需要回復を受けて、幅広い業種で投資

マインドが好転。非製造業でも都心部での再開発や、工場新設などの建設投資が堅調だった
ことから、プラス幅が拡大。

④在庫投資（前期比年率寄与度▲0.8％ポイント、前期比寄与度▲0.2％ポイント）
２四半期連続で成長率を押し下げ。製品、流通品で在庫調整の動きがあったほか、一次速

報段階では仮置き値となる仕掛品在庫の寄与度がマイナス見込みであることを反映。
⑤外需（前期比年率寄与度▲0.3％ポイント、前期比寄与度▲0.1％ポイント）

輸出は前期比年率▲2.0％と、４四半期ぶりに減少。財輸出は増加したものの、サービス
輸出が大幅に減少。海運大手３社のコンテナ船事業統合に伴う海外移転により、海上輸送の
受取が減少したことが要因。輸入は同▲0.1％とほぼ横ばい。これらの結果、外需のＧＤＰ
寄与は２四半期ぶりのマイナスに。

（２）今後を展望すると、再び潜在成長率を上回る成長に戻っていく見通し。良好な雇用・所得環境を
背景に個人消費の伸びが高まるほか、企業業績の改善を受けて設備投資も回復が持続（図表
２）。米国発の貿易摩擦が一段と深刻化しない限り、内需主導の堅調な景気回復が続く見通し。
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（注４）外需＝輸出－輸入。

予測

（図表１）実質ＧＤＰ成長率（前期比年率）
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（図表２）設備投資計画の足取り
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ＧＤＰ統計予測表（2018年７月31日時点の公表系列をもとに作成） （株）日本総合研究所 調査部

■ 前期比 （％、十億円）
実質ＧＤＰ 名目ＧＤＰ ﾃﾞﾌﾚｰﾀｰ

内需 外需
民需 官公需

個人消費 住宅投資 設備投資 民間在庫 政府消費 公共投資 公的在庫 輸出 輸入
2017/ 1 ～ 3 0.7 0.6 0.7 0.6 1.1 0.4 589.5 0.3 0.3 0.0 69.5 397.2 2.1 1.6 0.1 ▲ 0.5

4 ～ 6 0.5 0.8 0.7 0.7 0.9 0.9 ▲ 452.2 1.3 0.4 4.7 87.0 ▲ 1645.5 ▲ 0.1 1.8 0.9 0.4
7 ～ 9 0.5 ▲ 0.0 0.1 ▲ 0.7 ▲ 1.6 1.0 2026.3 ▲ 0.5 0.1 ▲ 2.6 ▲ 22.5 2990.7 2.0 ▲ 1.3 0.8 0.3

10 ～ 12 0.3 0.4 0.5 0.3 ▲ 2.7 0.7 863.7 ▲ 0.0 0.1 ▲ 0.4 ▲ 1.6 ▲ 787.8 2.2 3.1 0.2 ▲ 0.0
2018/ 1 ～ 3 ▲ 0.2 ▲ 0.2 ▲ 0.3 ▲ 0.1 ▲ 1.8 0.3 ▲ 946.4 0.0 0.1 ▲ 0.1 ▲ 31.5 299.8 0.6 0.3 ▲ 0.4 ▲ 0.3

4 ～ 6 0.1 0.2 0.1 0.4 ▲ 0.3 0.7 ▲ 1075.2 0.4 0.3 0.2 72.9 ▲ 433.1 ▲ 0.5 ▲ 0.0 0.2 0.1

■ 前期比年率 （％、十億円）
2017/ 1 ～ 3 2.7 2.4 2.8 2.2 4.6 1.8 － 1.1 1.1 0.2 － － 8.6 6.5 0.5 ▲ 2.1

4 ～ 6 2.1 3.3 2.7 2.9 3.6 3.7 － 5.3 1.7 20.1 － － ▲ 0.3 7.2 3.8 1.7
7 ～ 9 2.0 ▲ 0.1 0.6 ▲ 2.7 ▲ 6.3 4.1 － ▲ 2.0 0.2 ▲ 10.1 － － 8.2 ▲ 5.2 3.0 1.0

10 ～ 12 1.0 1.5 2.0 1.3 ▲ 10.3 2.8 － ▲ 0.2 0.2 ▲ 1.7 － － 9.2 12.9 0.9 ▲ 0.1
2018/ 1 ～ 3 ▲ 0.6 ▲ 0.9 ▲ 1.2 ▲ 0.3 ▲ 7.2 1.3 － 0.2 0.4 ▲ 0.5 － － 2.6 1.2 ▲ 1.6 ▲ 1.0

4 ～ 6 0.5 0.8 0.6 1.5 ▲ 1.1 2.8 － 1.5 1.4 0.9 － － ▲ 2.0 ▲ 0.1 0.7 0.3

■ 前年同期比 （％、十億円）
2017/ 1 ～ 3 1.4 0.5 0.9 0.7 6.5 1.9 ▲ 393.4 ▲ 0.6 ▲ 0.6 ▲ 0.0 ▲ 29.2 1067.7 6.6 1.5 0.6 ▲ 0.8

4 ～ 6 1.6 1.1 1.0 1.8 5.7 2.7 ▲ 985.4 1.4 0.9 3.7 6.5 460.2 6.8 4.3 1.2 ▲ 0.3
7 ～ 9 2.0 1.3 1.5 0.6 1.4 3.8 256.3 0.6 0.5 0.4 14.3 858.6 6.9 2.7 2.1 0.1

10 ～ 12 1.9 1.8 2.0 0.9 ▲ 2.4 3.2 785.5 1.0 0.8 1.2 38.6 234.3 6.5 5.3 2.0 0.1
2018/ 1 ～ 3 1.1 1.0 1.1 0.2 ▲ 5.4 3.0 427.6 0.7 0.6 1.0 2.3 217.2 4.8 3.8 1.6 0.5

4 ～ 6 0.8 0.3 0.5 ▲ 0.0 ▲ 6.1 2.9 195.3 ▲ 0.1 0.5 ▲ 3.1 6.0 515.4 4.2 1.8 0.7 0.5

■ 前期比・寄与度 （％、％ポイント）
2017/ 1 ～ 3 0.7 0.6 0.5 0.3 0.0 0.1 0.1 0.1 0.1 0.0 0.0 0.1 0.3 ▲ 0.2 － －

4 ～ 6 0.5 0.8 0.5 0.4 0.0 0.1 ▲ 0.1 0.3 0.1 0.2 0.0 ▲ 0.3 0.0 ▲ 0.3 － －
7 ～ 9 0.5 0.0 0.1 ▲ 0.4 ▲ 0.1 0.2 0.4 ▲ 0.1 0.0 ▲ 0.1 0.0 0.5 0.3 0.2 － －

10 ～ 12 0.3 0.4 0.4 0.2 ▲ 0.1 0.1 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 ▲ 0.1 0.4 ▲ 0.5 － －
2018/ 1 ～ 3 ▲ 0.2 ▲ 0.2 ▲ 0.2 ▲ 0.1 ▲ 0.1 0.1 ▲ 0.2 0.0 0.0 0.0 0.0 0.1 0.1 ▲ 0.1 － －

4 ～ 6 0.1 0.2 0.1 0.2 ▲ 0.0 0.1 ▲ 0.2 0.1 0.1 0.0 0.0 ▲ 0.1 ▲ 0.1 0.0 － －

■ 前期比年率・寄与度 （％、％ポイント）
2017/ 1 ～ 3 2.7 2.3 2.1 1.2 0.1 0.3 0.4 0.3 0.2 0.0 0.0 0.4 1.4 ▲ 1.0 － －

4 ～ 6 2.1 3.3 2.0 1.6 0.1 0.6 ▲ 0.3 1.3 0.3 0.9 0.0 ▲ 1.1 0.0 ▲ 1.1 － －
7 ～ 9 2.0 ▲ 0.1 0.4 ▲ 1.5 ▲ 0.2 0.6 1.4 ▲ 0.5 0.0 ▲ 0.5 0.0 2.2 1.3 0.8 － －

10 ～ 12 1.0 1.4 1.4 0.7 ▲ 0.3 0.4 0.6 0.0 0.0 ▲ 0.1 0.0 ▲ 0.4 1.5 ▲ 1.9 － －
2018/ 1 ～ 3 ▲ 0.6 ▲ 0.9 ▲ 0.9 ▲ 0.2 ▲ 0.2 0.2 ▲ 0.7 0.0 0.1 0.0 0.0 0.2 0.5 ▲ 0.2 － －

4 ～ 6 0.5 0.8 0.4 0.8 ▲ 0.0 0.5 ▲ 0.8 0.4 0.3 0.0 0.1 ▲ 0.3 ▲ 0.4 0.0 － －

■ 前年同期比・寄与度 （％、％ポイント）
2017/ 1 ～ 3 1.4 0.6 0.7 0.4 0.2 0.3 ▲ 0.3 ▲ 0.1 ▲ 0.1 0.0 0.0 0.9 1.1 ▲ 0.2 － －

4 ～ 6 1.6 1.1 0.8 1.0 0.2 0.4 ▲ 0.7 0.3 0.2 0.2 0.0 0.4 1.1 ▲ 0.7 － －
7 ～ 9 2.0 1.3 1.1 0.3 0.0 0.6 0.2 0.1 0.1 0.0 0.0 0.7 1.1 ▲ 0.4 － －

10 ～ 12 1.9 1.7 1.5 0.5 ▲ 0.1 0.5 0.5 0.2 0.1 0.1 0.0 0.3 1.1 ▲ 0.8 － －
2018/ 1 ～ 3 1.1 0.9 0.7 0.1 ▲ 0.2 0.5 0.3 0.2 0.1 0.1 0.0 0.2 0.8 ▲ 0.6 － －

4 ～ 6 0.8 0.3 0.4 ▲ 0.0 ▲ 0.2 0.4 0.2 ▲ 0.0 0.1 ▲ 0.1 0.0 0.4 0.7 ▲ 0.3 － －

（注１）民間在庫、公的在庫、外需の前期比、前年同期比はそれぞれ前期差、前年同期差。
（注２）実績値は、基礎統計の追加、季節調整のかけ直しなどの要因により、内閣府公表の数値とは異なっている可能性もある。
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